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台風ヨランダ災害後の復旧・復興支援

包括的な土地利用計画策定プロセス

2019年11月20日
荒 仁

JICA社会基盤・平和構築部都市・地域開発グループ長

本日の内容

1. ハザードマップ
(1) ハザードマップの種類
(2) 作成プロセス
(3) 活用方法
(4) ワークショップ

2. 土地利用計画
(1) 計画作成プロセス及びアプローチ
(2) ハザードマップとの関係
(3) ワークショップ＆コンサルテーション

3. ハザードマップの活用、土地利用計画の作成を通じて
得られたものは
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1. ハザードマップ
(1) 3つのハザードマップ

高潮 洪水 津波

(2) ハザードマップの作成プロセス

STEP-2: 数理分析

STEP-3: シナリオに基づ
くハザードマップの作成

STEP-1: 高潮痕跡調査STEP-1: 高潮痕跡調査

STEP 0: ベースマップ作成STEP 0: ベースマップ作成

①Residential zone ②Seaside road ③Seashore

高潮痕跡調査
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(3) ハザードマップの活用

• すんでいるまち、地域のハザード
を知るために

• 災害リスクを減らすために

構造物による
対策

非構造物による
対策

(4) DRRに向けたワークショップ

各自治体における２回＋αのミーティング.
生計回復策、生活水準向上策を議論
もちろん、ハザードマップの活用方法も。。。。
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(4) ワークショップでの声

 避難所のキャパシ
ティの考慮.

 避難路の見直し.

 非居住区への転換

 バイパス道路から空港へ
のアクセスのレビュー

 バイパス道路とダウンタ
ウンのネットワーク強化

 都市機能の移転

(4) ワークショップでの声

Downtown Area
Development of evacuation centers/ 
evacuation routes
Building improvement

Land use change to airport zone
Relocation of residence 
Improvement of airport terminal as 
evacuation center
Development of evacuation towers/ 
evacuation routes

Land use change to park and coastal 
forest
Relocation of residence 
Development of evacuation towers/ 
evacuation routes

Embankment & Elevated Roads

Ring Dike-“Pearl Island”

Relocation of residence
Building improvement
Development of evacuation centers/ 
towers/ evacuation routes

Development of core facilities as 
evacuation centers with buck-up function 
of government
 Building improvement

Land use change to aquaculture/ fishery 
zone
Relocation of residence
Development of evacuation towers/ 
evacuation routes

Protection of government complex
Building improvement
Development of evacuation centers/ 
evacuation routes

Development of municipal hall & core 
facilities as evacuation centers 
Building improvement
Development of evacuation centers/ 
evacuation routes
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2. 土地利用計画の作成
(1) アプローチ及びプロセス

APPROACH PLANNING PROCESS

タクロバン
ハザードマップ
ワークショップ

• ハザードの分析
• セクター分析
• コンサルテーション

パロ
ハザードマップ
エリアマネージメント

• エリアマネージメント委員会
の設立

タナウアン
ハザードマップ
エリアマネージメント

• エリアマネージメント委員会
の設立

(2) ハザードマップと土地利用計画

土地利用計画の作成に向けて土地利用計画の作成に向けて

商業地区の面積
の設定方法?

高潮の危険区域をどうするか

居住地区?

用途変更
or維持?

ボトルネック
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(3) ワークショップとコンサルテーション

準備段階 土地利用計画策定プロセス

Workshop I
土地利用方針の検討

Workshop III,IV
土地利用方針の最終化
土地利用計画の検討

Workshop II
バランガイ等へのコ
ンサルテーション

Meeting
Instruct facilitators 

and participants for WS Ⅱ

Workshop V, VI
土地利用計画の検討

TWG Meeting
Technical Working Group

Meeting
Instruct facilitators 

and participants for WSⅢ、
Ⅳ

Meeting
Instruct facilitators 

and participants for WS 
ⅤⅥ

土地利用計画の最終化

(3) ワークショップとコンサルテーション
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(4) エリアマネジメント

3. ハザードマップの活用、土地利用計画の作成を通じて得られたもの

 タクロバン  安全な都市の形成に向けた土地利用計画の役割
 非構造物対策も踏まえた土地利用計画
 土地利用計画への意識の向上（特にComprehensiveの重要性）
 市役所・住民間の協働体制
 バランガイへのコンサルテーションの重要性
 エリアマネジメントの重要性
 土地利用計画の継続的な見直し

 パロ  安全な都市の形成に向けた土地利用計画の役割
 土地利用計画への意識の向上
 エリアマネジメントの重要性・効果
 土地利用計画の継続的な見直し
 ドリームプランの具体化

 タナウアン  安全な都市の形成に向けた土地利用計画の役割
 土地利用計画への意識の向上
 エリアマネジメントの重要性・効果
 土地利用計画の継続的な見直し
 ドリームプランの具体化
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Thank You !


